
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     潮間帯生物(目視観察) 

   ▲ 潮間帯動物(採取分析) 

塩浜二丁目 

対照調査測線 

施工計画区間 塩浜一丁目 

L-2  

緊  急  
補修部  

平成 19 年度 

モニタリング調査位置図(案) 

地形測量 

(20m 間隔×9 測線) 

地形測量 (20m 間隔×20 測線) 

地形測量 

(20m 間隔×11 測線) 

凡 例 
地形測量範囲［岸沖方向 100m
×20測線(A案)or11測線(B案) 
及び L-2］ 

潮間帯生物（目視観察） 
および底質（緊急補修部は除
く）×4測線 

潮間帯生物（定量採取）2測線 
×4箇所(低,中,高潮帯,のり先) 

波高・流況（1箇所） 

潮間帯生物（目視観察）1地点 

地形測量では、
施工範囲の端部
周辺地形を捉え
る。 
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H19年度　実施工程表(案)
A案(捨石先行タイプ) H18.12

年度
項目　　　　月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

準備工  

捨石工

鋼矢板工
鋼杭工

被覆工

陸上工事

B案(完成タイプ)
年度

項目　　　　月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

準備工  

捨石工

鋼矢板工
鋼杭工

被覆工

陸上工事

波浪･流況

地形

底質

生物

景観

H18年度(その1～その4)
H19年度(その５)
H19年度(その６)

今後の工事予定(1) 今後の工事予定(2) 今後の工事予定(3) H19年度(その７)
平成18年度(その5) 平成19年度(その6,その7) 平成20年度 H20年度(その８)
2月中旬発注 5月上旬発注 12月上旬発注
5月上旬着手 7月上旬着手 5月上旬着手

H18年度 H19年度 備考

護
岸
工
事

その５(1工区)
捨石,海域H鋼110m

その６(1工区)
捨石,海域H鋼120m

その７(2工区)
捨石,海域H鋼120m

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

20年度も計画

H18年度 H19年度 備考

護
岸
工
事

その５(1工区)
捨石,海域H鋼60m,被覆80m

その６(1工区)
被覆40m,陸域60m

その７(2工区)
捨石,海域H綱120m

海域施工期間
(4月～8月)

のり養殖期間
(9月～3月)

その５
その６
その７

その５
その６
その７ その８

その８



塩浜２丁目の護岸改修の流れ

＝順応的管理を踏まえた改修の流れ＝

・

・

・

ステップ１

○ バリエーションの検討

検討、モニタリング等

○ モニタリング

・ 地形
・ 底質

・ 生物

・ 景観

○ 結果の検証

○ 効果、改善点の整理

○断面形状の検討

平成19 年度：実施計画

施工範囲

塩浜２丁目東端

施工延長

基本断面部２０ｍ

捨石部８０ｍ

H18年度 施工箇所

平成 21年度：実施計画

平成 20 年度：実施計画

ステップ３

フィードバック

勉強会等を通じて情報
の共有と蓄積、市民との
協働によるモニタリング
と検証の実施

ステップ２ モニタリング

○ 基本断面

平成 1８年度：施工
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平成 1９年度：施工 H19年度 施工箇所

Ａ案、Ｂ案

平成 22年度：実施計画

平成 20年度：施工

平成 21年度：施工

平成 22年度：施工

順応的管理

により護岸の

向上を目指す

○より良い工夫

○より良い断面

平成 年度：基本断面の決定17
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